
創業・ベンチャー支援推進のための
取り組み事例 

～「イノベーションの教室 FOR STUDENTS」にみる 

 起業教育の推進～ 
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学生を対象にした起業コンテストでは、
東北地方は応募等が多い方ではない。 

 

若い世代の起業に対する意識やチャレン
ジ精神を涵養していくことが重要。 
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平成２７年度復興金融ネットワーク
懇談会（起業・創業分科会）の議論 

【課題】 



平成２７年度復興金融ネットワーク
懇談会（起業・創業分科会）の議論 

【今後の取り組みの方向性】 

これから起業しようとする者へのサポートも重要だが、
起業・創業の裾野を広げるため、教育の段階から起業マ
インドを醸成することも重要。 

 

大学、地方自治体、企業等が連携してオール東北として
教育に力を入れて浸透させていくことが重要と考える。 

 

そのために、金融機関としても、応援できることは積極
的に実施していくべきと考える。 
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実施事例 

「イノベーションの教室 ＦＯＲ STUDENTS」 

4
 



実施事例 

「イノベーションの教室 ＦＯＲ STUDENTS」 
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第１回の概要 

○ 日時：平成28年9月11日（日）10：00～17：30 

○ 場所：ＩＮＴＩＬＡＱ東北イノベーションセンター 

○ 主催：東北大学、ＩＮＴＩＬＡＱ東北イノベーションセンター、 

     日本政策金融公庫 

○ 後援：仙台市（第２回から主催者） 

○ 協力：復興庁、（社）ＭＡＫＯＴＯ、（社）ワカツク、 

     リアルカレッジ、 

     オリンピック・パラリンピック等経済界協議会 

     （トヨタ自動車、日本電気、野村ホールディングス、 

      三井住友銀行、ＪＲ東日本、日本航空、三井住友海上） 

 

6
 



第１回の模様 
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INTILAQ イノベーションセンター 

                 （仙台市卸町） 

高校生６名、大学生等３７名  

         計４３名参加 

第１回目のチラシ 



第１回の模様 
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参加者の感想 

 

・起業のノウハウに触れることができてよかった。 

・（高校生から）大学生と議論するのが楽しかった。 

・自分が今日ですごく高められた気がする。 

・参加された企業のレベルが高かった。 

 

  アンケート結果ではワークショップの満足度は１００％ 

 



【参考】 

平成２７年度復興金融ネットワーク
懇談会（起業・創業分科会）の議論 
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